
     
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト 

２ ０ ０ ８ 年

 第３号  

昨年度の長与町（県立大学シーボルト校、ＪＲ長与駅）に続き、本

年度の「ナガサキ原爆写真展」を、時津町役場本庁舎２階ロビーで

８月４日～６日の３日間開催した。会場には被災写真５２枚を展

示、会期中多数の町民が訪れ、写真に見入っていた。 

 

「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」

  

時
津
と
長
崎
原
爆 

 

昨
年
の
長
与
展
で
は
一
般
的
な

写
真
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
年
は
写

真
資
料
調
査
部
会
が
所
蔵
す
る
、

時
津
関
連
写
真
４
枚
を
展
示
し

た
。
こ
の
写
真
は
原
爆
写
真
を
多

数
撮
影
し
た
地
元
カ
メ
ラ
店
主
・

小
川
虎
彦
さ
ん
の
写
真
で
、
時
津

国
民
学
校
、
村
立
時
津
青
年
学

校
、
時
津
警
察
署
の
３
枚
、
そ
れ
に

原
爆
投
下
当
時
、
治
療
所
と
し
て

多
く
の
負
傷
者
を
救
っ
た
町
内
の

真
宗
寺
院
・
万
行
寺
の
写
真
で
あ

る
。
（
写
真
は
万
行
寺
ご
住
職
が
快
く

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
） 

原
爆
当
時
、
時
津
町
は
ま
だ
時

津
村
の
時
代
、
村
内
在
住
者
は
五
、

一
四
三
人
で
あ
っ
た
。
（
町
制
施
行
は

昭
和
二
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
）
。 

原

爆
に
よ
る
村
内
の
家
屋
被
災
は
一

部
損
壊
ま
た
は
ガ
ラ
ス
破
損
が 

  

多
く
、
大
破
三
二
戸
、
一
部
破
損

四
九
六
戸
、
ガ
ラ
ス
窓
破
損
三
六

四
戸
、
全
村
戸
数
九
一
五
戸
の
大

部
分
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け

て
い
た
。
（
「長
崎
原
爆
戦
災
誌
」
）
な

お
村
内
の
負
傷
者
は
四
九
人
で

（
長
崎
で
被
爆
し
た
村
内
の
人
を
除

く
）
、
長
崎
市
に
隣
接
し
て
い
る
時

津
村
に
は
、
投
下
直
後
か
ら
負
傷

者
が
次
々
に
運
び
込
ま
れ
、
村
内

の
国
民
学
校
、
萬
行
寺
、
時
津
警

察
署
等
は
臨
時
の
救
護
所
と
な

り
、
地
元
民
も
協
力
し
救
護
活

動
が
行
わ
れ
た
。
原
爆
写
真
に
は

見
慣
れ
て
い
る
町
民
の
人
た
ち

も
、
時
津
町
関
連
の
写
真
を
見

る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
ら
し
く
、

説
明
文
、
写
真
に
熱
心
に
見
入
っ

て
い
た
。  

 
 

 
 

【堀
田
武
弘
】

  

八
月
九
日
、
市
内
で
最
多
の
芳
名

が
記
録
さ
れ
た
旧
三
菱
兵
器
大
橋

 

原爆慰霊祭 

芳
名
碑
は
そ
の
方
が
生
き
て

い
た
証
し
で
す 

工
場
跡
地
の
慰
霊
碑
前
で
原
爆
慰

霊
祭
が
挙
行
さ
れ
、
被
爆
写
真
展

（
⒏
日
～
⒖
日
三
菱
・
昭
和
寮
内
）

が
同
時
開
催
さ
れ
た
。 

三
菱
長
崎
造
船
所
員 

犠
牲
者
一
、
二
六
九
名 

三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所
員 

犠
牲
者
一
、
七
一
七
名 

（所
員
と
は
、
徴
用
工
・女
子
挺
身
隊
も
含
む
） 

学
徒
報
国
隊
員
（造
船
兵
器
） 

合
計
の
犠
牲
者
一
、
二
三
七
名 

原
爆
犠
牲
者
芳
名
総
数 

計
四
、
二
二
三
名 

昭
和
寮
、
現
在
の
長
船
を
支
え
る

学
卒
寮
生
が
集
い
生
活
す
る
こ
の

地
は
、
旧
三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所

跡
地
で
、
真
珠
湾
雷
撃
用
魚
雷
誕

生
の
地
で
あ
り
又
、
原
爆
被
災
の

地
、
寮
生
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま

す
。
彼
等
に
被
爆
の
惨
た
ら
し
い

実
相
を
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
世
界
平
和
建
設
へ
の
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。  

 
 

 

【
室
園
久
信
】 

 写真資料 

調査部会発行

F
o

o
t

p
r

i
n

t 

昭和寮構内での写真展 



 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

  

 

【松
田 

斉
】 

る
来
場
者
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
当

時 

迎
撃
部
隊
に
所
属
し
て
い
た

と
い
う
八
〇
代
の
男
性
が
「
長
崎
の

方
に
は
申
し
訳
な
い
と
思
う
が
、
生

き
残
れ
て
よ
か
っ
た
。
平
和
が
一
番

で
す
」
語
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

 Ｂ29

「ながさき原爆展」会場内 旧陸軍小倉造兵廠 

“防空監視哨” 

山王神社にて 松山町交差点にて

参
加
し
た
平
和
案
内
人
に
と
っ
て

は
、
過
去
幾
度
と
な
く
修
学
旅
行

生
と
共
に
回
っ
た
場
所
だ
が
、
被
爆

当
時
の
写
真
を
見
つ
つ
現
地
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
被
害
の

状
況
を
把
握
し
、
当
時
を
実
感
出

来
た
様
子
だ
っ
た
。
「
今
日
の
収
穫

を
是
非
、
ガ
イ
ド
に
役
立
て
た
い
。
」

と
の
感
想
も
聞
か
れ
、
有
意
義
な

時
間
を
過
し
た
よ
う
だ
。 

 

 ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
写
真
展

 

 

８
月
２
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
開
局
五

十
周
年
記
念
特
別
番
組
と
し
て
『
原

爆
〜 

年
目
の
真
実
〜
』
が
放
送

さ
れ
た
。
米
戦
略
爆
撃
調
査
団
が

撮
影
し
た
、
被
爆
３
ケ
月
後
の
映
像

に
登
場
す
る
少
女
の
消
息
を
尋
ね

る
内
容
で
、
深
堀
部
会
長
が
撮
影

場
所
の
特
定
な
ど
で
協
力
、
出
演

し
た
。  

６３ 

会
場
で
タ
イ
グ
氏
は
、
社
会
科
見

学
で
訪
れ
て
い
た
市
内
の
中
学
生

に
興
味
を
示
し
、
写
真
を
見
た
感

想
を
尋
ね
て
い
た
。

生
徒
た
ち
と
話
し
笑
顔
に
触
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
を
実
感
し
た

よ
う
で
、
「
い
ろ
ん
な
人
へ
君
た
ち
か

ら
平
和
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

日
～
８
月 

日
）
、

 ３０ 

坂
井
さ
ん

の
代
理
と
し
て
長
男
の
タ
イ
グ
・

オ
ダ
ネ
ル
氏
が

日
会
場
を
訪

れ
た
。
オ
ダ
ネ
ル
氏
の
『
焼
場
に

立
つ
少
年
』
は
あ
ま
り
に
も
有
名

だ
が
、
そ
の
他
『

１６ 

廃
墟
の
兄
弟
』

な
ど
も
当
時
の
人
物
写
真
は
少

く
貴
重
で
あ
り
、
風
景
写
真

も
、
被
災
状
況
が
確
認
で
き
資

料
的
価
値
が
高
い
も
の
が
多
い
。
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故
オ
ダ
ネ
ル
氏
の
妻
・
坂
井
貴

美
子
さ
ん
が
長
崎
市
に
寄
贈
し

た
写
真

点
の
う
ち

点
が
原

爆
資
料
館
で
展
示
さ
れ
（７
月 

 

、 ２０ 

 

４６ 

平
和
案
内
人
へ
現
地
講
習 

 

北
九
州
市
小
倉
北
区
の
北
九
州

芸
術
劇
場
（
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九

州
５
階
）
を
会
場
に
９
日
か
ら

日

ま
で
「
な
が
さ
き
原
爆
展
」
（
北
九

州
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
市
制

四
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
昨
秋

か
ら
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
、
こ

の
種
の
企
画
と
し
て
は
充
実
し
た

内
容
と
な
っ
た
。
会
場
で
は
被
災
写

真
や
資
料
の
展
示
の
他
、
長
崎
原

爆
に
関
す
る
数
本
の
ビ
デ
オ
が
常

時
放
映
さ
れ
、
関
連
書
籍
が
自
由

に
読
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ

た
。
北
九
州
市
で
は
日
頃
の
平
和

教
育
や
記
念
行
事
を
通
じ
市
民
の

原
爆
へ
の
関
心
も
高
く
、
当
時
を

知
る
お
年
寄
り
か
ら
幼
児
ま
で
、

様
々
な
世
代
の
市
民
が
訪
れ
、
長

崎
の
惨
状
に
見
入
っ
て
い
た
。
主
催

者
に
よ
れ
ば
、
土
日
は
各
日
千
五

百
人
を
数
え
る
盛
況
で
、
会
期
中

の
来
場
者
は
五
千
人
前
後
に
上
る

見
込
み
。
市
内
に
あ
っ
た
旧
陸
軍
小

倉
造
兵
廠
が
当
初
の
原
爆
投
下
目

標
で
あ
っ
た
こ
と
は
市
民
に
も
周

知
さ
れ
、
「
こ
の
被
害
が
自
分
の
街

だ
っ
た
ら
…
」
と
切
実
な
思
い
で
見 

 

７
月
５
日
（
土
）
、
平
和
案
内
人
の

班
研
修
が
実
施
さ
れ
、
深
堀
部
会
長

ら
が
原
爆
資
料
館
か
ら
山
王
神
社

ま
で
、
約
２
時
間
の
コ
ー
ス
の
解
説
を

担
当
し
た
。
被
爆
直
後
の
写
真
を
使

い
、
現
在
の
風
景
と
比
較
し
な
が
ら

当
時
の
状
況
を
説
明
し
た
。 

 

17 

県
外
原
爆
写
真
展
（
北
九
州
市
） 


